
基
本
理
念

男
女
一
人
ひ
と
り
の
人
権
と
個
性
が
尊
重
さ
れ
、

み
ん
な
が
能
力
を
発
揮
で
き
る

地
域
社
会
の
実
現
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◆ 

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実

現
に
向
け
て

　

平
成
11
年
、
国
は
、
少
子
高
齢
化
や

国
内
経
済
活
動
の
成
熟
化
な
ど
、
急
速

に
進
む
時
代
の
変
化
に
対
応
し
て
い
く

上
で
、
男
女
が
、
互
い
に
そ
の
人
権
を

尊
重
し
つ
つ
責
任
を
分
か
ち
合
い
、
性

別
に
か
か
わ
り
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
が
個

性
と
能
力
を
十
分
に
発
揮
す
る
こ
と
が

で
き
る
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を

緊
要
な
課
題
と
し
て
、「
男
女
共
同
参

画
社
会
基
本
法
」
を
制
定
し
ま
し
た
。

　

男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
の
制
定

か
ら
10
年
が
経
過
し
た
平
成
22
年
に
、

国
は
「
第
3
次
男
女
共
同
参
画
基
本
計

画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
第
3
次
男
女

共
同
参
画
基
本
計
画
は
、「
女
性
の
活
躍

に
よ
る
経
済
社
会
の
活
性
化
」、「
男
性
、

子
ど
も
に
と
っ
て
の
男
女
共
同
参
画
」、

「
様
々
な
困
難
な
状
況
に
置
か
れ
て
い
る

人
々
へ
の
対
応
」、「
女
性
に
対
す
る
あ
ら

　
中
央
区
で
は
、
本
年
3
月
に
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
て
、

「
中
央
区
男
女
共
同
参
画
行
動
計
画
2
0
1
3
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

ゆ
る
暴
力
の
根
絶
」、「
地
域
に
お
け
る

身
近
な
男
女
共
同
参
画
の
推
進
」
を
改

め
て
強
調
す
べ
き
点
と
し
て
い
ま
す
。

◆
中
央
区
の
取
り
組
み

　

中
央
区
で
は
、
昭
和
62
年
に
最
初
の

行
動
計
画
を
策
定
し
て
以
来
、
男
女
共

同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
て
全
庁
を

あ
げ
て
取
り
組
み
、
平
成
5
年
に
は
男

女
共
同
参
画
社
会
の
推
進
に
向
け
た
活

動
拠
点
と
し
て
女
性
セ
ン
タ
ー
「
ブ
ー

ケ
21
」
を
開
設
し
ま
し
た
。

　

男
女
共
同
参
画
行
動
計
画
は
、
社
会

環
境
の
変
化
等
に
対
応
し
て
改
定
を
重

ね
て
き
ま
し
た
が
、「
中
央
区
男
女
共
同

参
画
行
動
計
画
2
0
0
8
」
の
計
画
期

間
が
終
了
す
る
こ
と
に
伴
い
、
本
区
に
お

け
る
現
状
や
課
題
を
踏
ま
え
、
今
後
5

年
間
の
基
本
的
な
方
向
性
を
示
す
と
と

も
に
施
策
を
総
合
的
に
推
進
す
る
た
め
、

こ
の
た
び
、「
中
央
区
男
女
共
同
参
画
行

動
計
画
2
0
1
3
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

◆ 

中
央
区
男
女
共
同
参
画
行

動
計
画
2
0
1
3 

　
「
中
央
区
男
女
共
同
参
画
行
動
計
画

2
0
1
3
」
は
、「
男
女
一
人
ひ
と
り

の
人
権
と
個
性
が
尊
重
さ
れ
、
み
ん
な

が
能
力
を
発
揮
で
き
る
地
域
社
会
の
実

現
」
を
基
本
理
念
と
し
、
め
ざ
す
方
向

と
し
て
次
の
3
つ
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

○
男
女
平
等
意
識
を
高
め
、
一
人
ひ
と

り
の
人
権
と
個
性
が
尊
重
さ
れ
る
社

会
を
め
ざ
し
ま
す
。

○
す
べ
て
の
区
民
が
性
別
に
と
ら
わ
れ

る
こ
と
な
く
、
自
ら
の
意
思
で
自
分

ら
し
い
生
き
方
や
働
き
方
を
柔
軟
に

選
択
で
き
、
い
き
い
き
と
健
康
で
充

実
し
た
生
活
を
実
現
で
き
る
社
会
を

め
ざ
し
ま
す
。

○
生
涯
に
わ
た
っ
て
男
女
が
と
も
に
家

庭
・
学
校
・
職
場
・
地
域
の
さ
ま
ざ

ま
な
場
面
で
い
き
い
き
と
参
画
で
き

る
社
会
を
め
ざ
し
ま
す
。

　

基
本
理
念
と
め
ざ
す
方
向
を
実
現
し

て
い
く
た
め
に
、
4
つ
の
基
本
目
標
と

14
の
取
り
組
む
べ
き
課
題
を
設
定
し
、

そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
現
状
と
課
題
、
今

後
の
施
策
の
方
向
を
示
し
て
い
ま
す
。

社
会
全
体
に
お
け
る
男
女
の

地
位
の
平
等
感
の
変
化

　

社
会
全
体
に
お
け
る
男
女
の
地

位
の
平
等
感
に
つ
い
て
、
区
民
意

識
調
査
で
た
ず
ね
て
い
ま
す
。

　
「
平
等
に
な
っ
て
い
る
」
と
感
じ

て
い
る
人
の
割
合
は
、
平
成
12
年

調
査
で
は
14・0
％
で
し
た
が
、徐
々

に
増
え
、
平
成
24
年
調
査
で
は
22・

9
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

資料：「中央区男女共同参画に関するアンケート調査」（平成24年、平成19年）
　　　「中央区男女平等に関する意識調査」（平成12年）

0 20 40 60 80 100

0 20 40 60 80 100

0 20 40 60 80 100

平成 24年調査
　N=739

平成 19年調査
　N=778

平成 12年調査
　N=1,743

22.9 59.3 9.6

2.7 4.80.7

22.4 56.8 13.6

2.8 3.41.0

14.0 61.8 18.6

3.3 1.70.6

平等になっている 無回答
やや男性が優遇

されている

男性が優遇
　されているやや女性が優遇されている

女性が優遇されている
（％）

●男女の地位の平等感の変化

「
中
央
区
男
女
共
同
参
画

行
動
計
画
2
0
1
3
」が
ス
タ
ー
ト
！
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画
行
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計
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0
1
3
」が
ス
タ
ー
ト
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男
女
一
人
ひ
と
り
の
人
権
と
個
性
が
尊
重
さ
れ
、
み
ん
な
が
能
力
を
発
揮
で
き
る
地
域
社
会
の
実
現

男女の人権が
尊重される社
会の形成

基本目標1

基本目標2

基本目標3

基本目標4

多様な生き方
を認めあい、
支えあう基盤
づくりの促進

さまざまな場
への参画の促
進

男女共同参画
社会の実現に
向けた推進体
制の充実

1-1 男女平等の意識づくり

2-1 男女の生涯にわたる
 健康支援

2-2 仕事と生活の調和に
 向けた支援

3-2 地域への参画促進

4-2 女性センター「ブーケ 21」
 のさらなる活用

1-2 子どもの頃からの
 男女共同参画の理解促進

2-3 子育てや介護に対する
 支援

3-3 生活の場への男性の
 参画促進

1-3 男女平等を阻む
 暴力の防止

2-4 女性の就労支援

3-4 男女共同参画の視点を取
 り入れた防災体制の推進

2-5 ひとり親家庭や単身世帯
 等への支援

3-1 政策・方針決定過程への
 女性の参画促進

4-1 地域の活動で中心的な
 役割を果たす女性の人材、
 グループ・団体の育成

基本目標 施　策取り組むべき課題基本理念

（1） 男女共同参画の意識啓発
（2） 男女共同参画に関する情報提供

（1） 学校等における男女平等教育の推進
（2）  社会・文化の多様性の理解を深める教育の推進

（1） セクシュアル・ハラスメント等の防止
（2） DVの防止に関する意識啓発
（3） DV被害者の支援

（1）  妊娠・出産期における女性と子どもの健康支援
（2）  成人期・高齢期における女性・男性の健康支援
（3） 子どもの相談体制の整備

（1） 働きやすい職場づくりに役立つ情報の提供
（2）  子育て・介護などで仕事を中断した女性の

再就職支援
（3） 女性の能力発揮に向けた就労支援

（1） 審議会等委員への女性の参画拡大
（2） 区民の意見反映の機会の充実
（3）  管理監督職への女性の登用と女性の能力発揮の促進

（1） 地域活動の場の提供と活動支援
（2） 地域活動のきっかけづくり

（1） 家事・子育てへの男性の参画促進
（2） 介護への男性の参画促進

（1） 防災対策における女性の参画拡大
（2） 男女共同参画の視点を取り入れた防災対策

（1） 地域活動における女性リーダーの育成
（2）  女性センター「ブーケ 21」利用団体に対する支援

（1）  男女ともに利用される女性センター「ブーケ 21」

（1）  ワーク・ライフ・バランスに対する啓発・普及
（2）  ワーク・ライフ・バランス推進に向けた事業所

への働きかけ

（1） 子育てをしている人への支援
（2） 家族の介護をしている人への支援

（1） 家庭の状況に応じたきめ細かい生活支援
（2） 経済的自立に向けた就労支援

　「中央区男女共同参画行動計画 2013」の詳しい内容は、女性センター「ブーケ 21」、区役所 1階まごころステーション・情報公開コーナー
で閲覧できるほか、区のホームページにも掲載しています。ぜひご覧ください。
中央区ホームページ  http://www.city.chuo.lg.jp、中央区立女性センター「ブーケ 21」ホームページ  http://bouquet21.genki365.net/

閲覧
できます

中央区男女共同参画行動計画 2013　計画の体系



　

ア
ス
テ
ラ
ス
製
薬
の
営
業
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ
ン
部
門
と
し
て
設
立
さ
れ
た
会
社

で
す
。｢

従
業
員
こ
そ
が
財
産｣

と
い
う

理
念
の
も
と
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ

ラ
ン
ス
の
取
り
組
み
を
通
じ
て
人
的
資

源
活
用
と
社
員
の
活
き
活
き
働
く
環
境

作
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

育
児
と
の
両
立
支
援
策
と
し
て
は
、

育
児
休
業
が
3
歳
ま
で
取
得
で
き
ま

す
。
ま
た
、
職
場
復
帰
時
に
保
育
所
に

入
所
で
き
な
い
場
合
に
は
、
託
児
費
用

の
一
部
を
補
助
す
る
制
度
も
あ
り
ま
す
。

お
子
さ
ん
が
小
学
校
4
年
生
に
達
す
る

ま
で
は
、
2
時
間
ま
で
の
短
縮
勤
務
も

可
能
で
す
。

　

就
労
時
間
に
つ
い
て
は
、
毎
週
金
曜

日
をFF-day

（
フ
ァ
ミ
リ
ー
フ
ラ
イ

デ
ー
）
と
い
う
名
称
で
通
常
よ
り
１
時

間
45
分
短
い
勤
務
時
間
と
し
て
い
ま
す
。

　

他
に
も
、
家
族
が
余
命
宣
告
を
受
け

た
と
き
の
寄
り
添
い
休
業
制
度
を
新
設

す
る
な
ど
、
更
な
る
取
り
組
み
の
推
進

を
し
て
い
ま
す
。

　

情
報
処
理
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
当
社

は
、
業
務
の
特
性
上
、
長
時
間
労
働
が

課
題
で
し
た
。
こ
の
た
め
、
残
業
削
減

に
よ
る
社
員
の
健
康
増
進
、
生
産
性
の

向
上
を
目
指
し
、
毎
週
水
曜
日
の
ノ
ー

残
業
デ
ー
、有
休
取
得
奨
励
日
の
新
設
、

代
休
の
取
得
徹
底
な
ど
の
施
策
を
実
施

し
、
長
時
間
労
働
の
削
減
に
至
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
な
ど
の
健

康
相
談
は
、
匿
名
で
も
受
け
付
け
、
気

軽
に
相
談
で
き
る
よ
う
に
し
、
さ
ら
に

社
内
で
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
、
従
業
員

同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
も
配

慮
し
て
い
ま
す
。

　

育
児
と
仕
事
の
両
立
に
つ
い
て
は
、

育
児
休
業
の
復
帰
後
に
1
時
間
か
ら
2

時
間
の
育
児
単
時
間
勤
務
制
度
を
設

け
、
さ
ら
に
は
「
育
児
休
業
や
給
付

な
ど
に
関
す
る
Q
&
A
」
を
作
成
し
、

社
内
広
報
に
も
努
め
て
い
ま
す
。
今
後

は
、
長
期
休
暇
制
度
な
ど
、
よ
り
働
き

や
す
い
環
境
を
目
指
す
予
定
で
す
。

　

金
属
刻
印
機
械
の
製
造
・
販
売
を

行
っ
て
い
ま
す
。
設
計
と
製
品
加
工
に

熟
練
技
術
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、
区
の

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
制
度
を
利
用
し
、

高
齢
者
の
継
続
就
労
に
向
け
て
嘱
託
規

定
を
整
備
し
ま
し
た
。
2
0
1
1
年
は

定
年
退
職
者
3
名
の
再
雇
用
を
行
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、
若
い
社
員
を

入
れ
て
技
能
継
承
を
進
め
る
な
ど
、
代

替
可
能
な
状
態
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

配
偶
者
が
出
産
し
た
と
き
に
は
休
暇
も

あ
り
、
実
績
も
出
て
い
ま
す
。

　

労
働
時
間
に
つ
い
て
は
、
機
材
の
性

能
と
技
術
が
向
上
し
た
こ
と
も
あ
り
残

業
が
軽
減
さ
れ
、
有
給
休
暇
に
つ
い
て

も
高
い
取
得
率
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今

後
は
、
ノ
ー
残
業
デ
ー
や
介
護
と
の
両

立
に
向
け
た
取
り
組
み
な
ど
、
働
き
や

す
い
職
場
づ
く
り
を
さ
ら
に
推
進
し
ま

す
。
ま
た
、
遠
隔
地
か
ら
の
勤
務
者
に

交
通
費
の
上
限
を
設
け
ず
全
額
支
給
し

て
い
ま
す
。
優
秀
な
社
員
を
確
保
し
、

製
品
製
造
の
向
上
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

中央区ワーク ･ ライフ ･バランス推進企業を認定しました

アステラス営業
サポート株式会社

株式会社インプレス

近常精機株式会社

医療・福祉
中央区日本橋本町 2-5-1

情報通信業
中央区日本橋人形町 2-26-5　

NEX人形町ビル 5階

製造業
中央区築地 3-4-7

3
歳
ま
で
取
得
で
き
る

育
児
休
業

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
不
調
も

気
軽
に
相
談

熟
練
技
術
を
も
つ

高
齢
者
の
再
雇
用
を
整
備

会社の理念は「従業員こそが財産」

認定証書授与の様子

若い社員に技能を継承

4

　「
中
央
区
男
女
共
同
参
画
行
動
計

画
2
0
1
3
」
で
は
、
基
本
目
標
2

に
「
多
様
な
生
き
方
を
認
め
あ
い
、

支
え
あ
う
基
盤
づ
く
り
の
促
進
」
を

掲
げ
、
仕
事
と
生
活
の
調
和
（
ワ
ー

ク･
ラ
イ
フ･

バ
ラ
ン
ス
）
に
向
け

た
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
そ
の
具
体
的
な
施
策
の
一
つ
と
し

て
、
ワ
ー
ク･
ラ
イ
フ･

バ
ラ
ン
ス

の
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
る
中
小

企
業
等
を
認
定
す
る
「
中
央
区
ワ
ー

ク･

ラ
イ
フ･

バ
ラ
ン
ス
推
進
企
業

認
定
」
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。
平

成
24
年
度
は
7
社
を
認
定
し
、
4
月

4
日
に
認
定
式
を
行
い
ま
し
た
。



　

パ
ソ
コ
ン
1
台
で
こ
な
せ
る
業
務
が

多
い
こ
と
か
ら
、
テ
レ
ワ
ー
ク
に
よ
る

在
宅
勤
務
を
推
進
し
ま
し
た
。
社
宅
の

一
室
を
テ
レ
ワ
ー
ク
ル
ー
ム
と
し
て
オ

フ
ィ
ス
機
能
を
も
た
せ
、
W
E
B
会

議
シ
ス
テ
ム
を
使
っ
て
、
社
員
同
士
、

顔
を
見
な
が
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
も
で
き
ま
す
。
社
宅
は
子
育
て
や
介

護
な
ど
が
あ
っ
て
も
長
期
に
わ
た
っ
て

安
心
し
て
住
め
る
よ
う
に
、
広
さ
や
公

園
な
ど
の
住
環
境
も
考
慮
し
た
永
住
型

の
社
宅
を
用
意
、
社
員
が
買
い
取
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。
現
在
、
家
族
用
に
は

３
名
、
単
身
用
に
は
2
名
が
入
居
し
て

い
ま
す
。
テ
レ
ワ
ー
ク
ル
ー
ム
の
家
具

は
入
居
者
が
選
べ
る
こ
と
か
ら
、
居
心

地
の
よ
い
空
間
と
な
り
、
仕
事
に
も
よ

い
効
果
が
出
て
い
ま
す
。

　

通
勤
時
間
の
削
減
、
生
活
の
ゆ
と
り

に
加
え
、
住
居
が
安
定
す
る
こ
と
で
仕

事
と
生
活
の
将
来
設
計
を
描
き
や
す

く
、
社
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上

に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

経
営
改
革
の
一
環
と
し
て
、
区
の
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
派
遣
制
度
を
活
用
し
、
社
員

意
識
調
査
や
役
員
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
実

施
し
ま
し
た
。
分
析
結
果
は
社
員
に
も

報
告
し
、
そ
こ
で
の
意
見
や
提
案
を
受

け
て
、
業
務
改
善
の
た
め
の
勉
強
会
な

ど
を
実
施
し
ま
し
た
。
意
思
疎
通
が
図

れ
、
業
務
の
効
率
化
や
残
業
削
減
な
ど

職
場
環
境
の
改
善
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

ポ
ス
タ
ー
掲
示
に
工
夫
を
し
た
ノ
ー
残

業
デ
ー
の
推
進
な
ど
働
き
や
す
い
職
場

づ
く
り
も
進
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
女
性
社
員
に
対
し
て
は
、
全

女
性
社
員
を
対
象
と
し
て
業
務
部
長
と

の
意
見
交
換
会
の
ほ
か
、
上
司
が
同
席

し
な
い
女
性
社
員
だ
け
の
食
事
会
を
実

施
し
て
意
見
を
交
換
し
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
向
上
に
役
立
て
て
い
ま
す
。

　

当
社
は
建
設
業
の
中
で
も
、
空
調
整

備
保
守
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
と
い
う
業
務
の

特
性
上
、
夜
間
や
休
日
に
作
業
が
発
生

し
ま
す
が
、
代
休
の
取
得
を
推
奨
し
年
々

取
得
率
は
向
上
し
て
い
ま
す
。

　

2
0
1
2
年
か
ら
長
時
間
労
働
の
削

減
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
各
部
署
で
の
推
進
担

当
を
設
置
し
、「
朝
メ
ー
ル
・
夜
メ
ー
ル
」

で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
共
有
化
に
よ
る

業
務
効
率
化
や
カ
エ
ル
会
議
の
開
催
に

よ
っ
て
、
一
人
当
た
り
の
所
定
外
労
働

時
間
は
4
割
削
減
で
き
ま
し
た
。

　

社
員
向
け
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ

ン
ス
研
修
も
開
催
し
て
意
識
啓
発
を
図

る
と
と
も
に
有
給
休
暇
の
取
得
も
促
進

し
て
い
ま
す
。

　

残
業
が
多
く
退
職
者
も
多
い
部
署
が

あ
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
取
り
組
み

に
よ
る
残
業
時
間
の
削
減
に
よ
り
、
そ

の
部
署
で
の
退
職
者
は
い
な
く
な
り
ま

し
た
。

　

社
長
直
轄
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
た

め
、
経
営
者
と
従
業
員
が
一
体
と
な
っ

て
、長
時
間
労
働
の
削
減
だ
け
で
な
く
、

働
き
甲
斐
や
生
産
性
の
向
上
に
向
け
て

推
進
し
て
い
ま
す
。

　

1
9
9
9
年
に
育
児
と
仕
事
の
両
立

を
中
心
と
し
た
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ

ラ
ン
ス
の
推
進
に
取
り
組
み
始
め
ま
し

た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
業
務
の
関
連
性
が
高

く
、
従
業
員
同
士
で
サ
ポ
ー
ト
し
や
す

い
た
め
、
短
時
間
勤
務
も
し
や
す
く
、

育
児
休
業
か
ら
復
帰
し
て
か
ら
も
継
続

し
て
働
き
や
す
い
職
場
環
境
と
な
っ
て

い
ま
す
。
短
時
間
勤
務
は
各
自
の
都
合

に
合
わ
せ
て
３
種
類
の
時
間
の
区
切
り

方
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
、
小
学
校

に
就
学
す
る
ま
で
利
用
で
き
ま
す
。

　

育
児
休
業
や
介
護
休
業
の
制
度
に
つ

い
て
分
か
り
や
す
く
説
明
し
て
い
る
資

料
を
作
成
し
配
布
し
て
お
り
、
制
度
の

周
知
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

従
業
員
が
意
見
や
要
望
を
伝
え
や
す

い
雰
囲
気
が
あ
り
、
そ
れ
ら
を
積
極
的

に
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
半

日
有
給
休
暇
の
取
得
回
数
の
増
加
（
12

回
か
ら
24
回
へ
）
な
ど
、
従
業
員
の
声

を
取
り
入
れ
制
度
化
し
ま
し
た
。

中央区ワーク ･ ライフ ･バランス推進企業を認定しました
株式会社クエスト・
コンピュータ

新日空サービス
株式会社

セントワークス
株式会社

日本証券金融
株式会社

情報通信業
中央区新富 1-2-13 OXSON 5階

建設業
中央区日本橋本町 3-3-6　

ワカ末ビル

複合サービス事業
中央区八丁堀 2-9-1

 RBM東八重洲ビル 7階

金融業・保険業
中央区日本橋茅場町 1-2-10

社
宅
に
オ
フ
ィ
ス
機
能
を
も
た
せ
た

テ
レ
ワ
ー
ク
を
推
進

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
分
析
し

働
き
方
を
改
善

働
き
甲
斐
や
生
産
性
を

向
上

従
業
員
の
声
も
取
り
入
れ
て

推
進

中央区男女共同参画行動計画 2013の基本目標
基本目標 1　男女の人権が尊重される社会の形成
基本目標 2　多様な生き方を認めあい、支えあう基盤づくりの促進
基本目標 3　さまざまな場への参画の促進
基本目標 4　男女共同参画社会の実現に向けた推進体制の充実

＊ ワーク・ライフ・バランスの推進は基本目標 2の施策の一つです。

ノー残業デーに働く人はマントを着用

オフィス機能を備えた社宅でテレワーク

ノー残業デーの促進ポスター

育児と仕事の座談会を開催

5 Bouquet 特集号　2013年6月




